
(57)【要約】

　

【課題】　インサート保持部材が型枠に設けられた取付

部材から外れ難く、取付部材に挿装された状態でのがた

つきを抑えることができるインサートホルダーを提供す

ることを目的としている。

【解決手段】　型枠Ｐに設けられた筒状の取付部材４と

、取付部材４内に挿装される保持部８が形成されたイン

サート保持部材５とが備えられているインサートホルダ

ー３において、保持部８には、保持部８の先端から軸方

向に延在するスリット１４が形成され、保持部８の先端

には、取付部材４に係止される係止部１３が形成されて

いる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 型 枠 に 設 け ら れ た 筒 状 の 取 付 部 材 と 、 該 取 付 部 材 内 に 挿 装 さ れ る 保 持 部 が 形 成 さ れ た イ
ン サ ー ト 保 持 部 材 と が 備 え ら れ て い る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー に お い て 、
前 記 保 持 部 に は 、 該 保 持 部 の 先 端 か ら 軸 方 向 に 延 在 す る ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 前 記 保 持 部
の 先 端 に は 、 前 記 取 付 部 材 に 係 止 さ れ る 係 止 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る イ ン サ
ー ト ホ ル ダ ー 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 製 セ グ メ ン ト 内 に 埋 設 さ れ る イ ン サ ー ト を 保 持 す る イ
ン サ ー ト ホ ル ダ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ グ メ ン ト 内 側 面 に 二 次 覆 工 と し て ラ イ ニ ン グ 等 が 取 り 付 け ら れ る 場 合 、 セ グ メ ン ト の
内 側 面 に は 、 ラ イ ニ ン グ を 取 り 付 け る た め の イ ン サ ー ト を 設 け る 必 要 が あ る 。 コ ン ク リ ー
ト 製 の セ グ メ ン ト に イ ン サ ー ト を 設 け る に は 、 セ グ メ ン ト の コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 際 に
予 め 型 枠 内 に イ ン サ ー ト を 配 置 し て お き 、 イ ン サ ー ト が セ ッ ト さ れ た 状 態 で コ ン ク リ ー ト
打 設 を 行 い 、 セ グ メ ン ト 内 に イ ン サ ー ト を 埋 設 さ せ る 。 こ の と き 、 イ ン サ ー ト を 型 枠 内 の
一 定 位 置 に 保 持 す る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー に は 、 型 枠 に 設 け ら れ た 筒 状 の 取 付 部 材 と 、 取 付 部 材 に 取 り 付 け ら
れ る と と も に イ ン サ ー ト が 仮 装 着 さ れ る イ ン サ ー ト 保 持 部 材 と が 備 え ら れ て い る 。 イ ン サ
ー ト 保 持 部 材 は 、 一 端 に イ ン サ ー ト に 螺 合 さ れ る ネ ジ 部 が 形 成 さ れ 、 他 端 に 取 付 部 材 の 挿
入 孔 に 挿 装 さ れ る 円 柱 形 の 保 持 部 が 形 成 さ れ て い る 。 従 来 、 保 持 部 の 先 端 に は 、 側 方 に 突
出 す る 一 対 の 係 止 部 が 形 成 さ れ て お り 、 取 付 部 材 の 挿 入 孔 内 周 面 に は 軸 方 向 に 延 在 す る 一
対 の 溝 部 が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 部 を 取 付 部 材 内 に 挿 装 さ せ る 際 、 保 持 部 先 端 の 係 止 部 が
溝 部 内 に 嵌 入 す る よ う に 保 持 部 を 取 付 部 材 内 に 挿 入 し 、 保 持 部 の 先 端 が 取 付 部 材 内 を 貫 通
し て 係 止 部 が 突 出 さ れ た 時 点 で 保 持 部 を 軸 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 係 止 部 は 取 付 部 材
端 面 に 係 止 さ れ 、 取 付 部 材 に 取 り 付 け ら れ た イ ン サ ー ト 保 持 部 材 の 引 き 抜 け 防 止 を 図 る こ
と が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ４ ９ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 の イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー で は 、 イ ン サ ー ト 保 持 部 材 は 保 持 部
を 軸 回 転 さ せ て 係 止 部 を 溝 部 位 置 か ら ず ら す こ と で 取 付 部 材 に 係 止 し て い る た め 、 何 か の
衝 撃 で イ ン サ ー ト 保 持 部 材 が 回 転 し 、 係 止 部 が 溝 部 位 置 ま で 移 動 し た 場 合 、 イ ン サ ー ト 保
持 部 材 が 取 付 部 材 か ら 外 れ る 虞 が あ る と い う 問 題 が 存 在 す る 。 ま た 、 保 持 部 を 取 付 部 材 内
に 押 し 込 ん だ 後 に 取 付 部 材 の 挿 入 孔 内 で 保 持 部 を 軸 回 転 さ せ る た め 、 取 付 部 材 の 挿 入 孔 内
周 面 と 保 持 部 の 外 周 面 と の 間 に は 回 転 さ せ る た め の 隙 間 が 必 要 で あ り 、 取 付 部 材 に 挿 装 さ
れ た イ ン サ ー ト 保 持 部 材 の が た つ き が 大 き い と い う 問 題 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 の 問 題 が 考 慮 さ れ た も の で あ り 、 イ ン サ ー ト 保 持 部 材 が 型 枠 に
設 け ら れ た 取 付 部 材 か ら 外 れ 難 く 、 取 付 部 材 に 挿 装 さ れ た 状 態 で の が た つ き を 抑 え る こ と
が で き る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 型 枠 に 設 け ら れ た 筒 状 の 取 付 部 材 と 、 該 取 付 部 材 内 に 挿 装 さ れ
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る 保 持 部 が 形 成 さ れ た イ ン サ ー ト 保 持 部 材 と が 備 え ら れ て い る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー に お い
て 、 前 記 保 持 部 に は 、 該 保 持 部 の 先 端 か ら 軸 方 向 に 延 在 す る ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 前 記 保
持 部 の 先 端 に は 、 前 記 取 付 部 材 に 係 止 さ れ る 係 止 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 特 徴 に よ り 、 筒 状 の 取 付 部 材 内 に 保 持 部 を 挿 入 す る と き 、 保 持 部 先 端 の 係 止
部 が 取 付 部 材 の 内 周 面 上 を 摺 動 し つ つ 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 保 持 部 は 内 側 に 窄 ま り 、 係
止 部 が 取 付 部 材 を 貫 通 し た と き 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 保 持 部 は 外 側 に 広 が り 、 係 止 部 が
取 付 部 材 に 係 止 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー に よ れ ば 、 型 枠 に 設 け ら れ た 筒 状 の 取 付 部 材 内 に 挿 装
さ れ る 保 持 部 に は 、 先 端 か ら 軸 方 向 に 延 在 す る ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 保 持 部 の 先 端 に は 、
取 付 部 材 に 係 止 さ れ る 係 止 部 が 設 け ら れ て お り 、 保 持 部 を 挿 入 す る と き 、 ス リ ッ ト が 形 成
さ れ た 保 持 部 は 内 側 に 窄 ま り 、 係 止 部 が 取 付 部 材 を 貫 通 し た と き 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た
保 持 部 は 外 側 に 広 が っ て 係 止 部 が 取 付 部 材 に 係 止 さ れ る た め 、 一 旦 取 付 部 材 に 挿 装 さ れ た
保 持 部 は 抜 け 難 く 、 イ ン サ ー ト 保 持 部 材 が 回 転 し た と し て も 取 付 部 材 か ら 外 れ る こ と は な
い 。 ま た 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 保 持 部 が 外 側 に 広 が っ た 状 態 で 取 付 部 材 に 挿 装 さ れ る た
め 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 保 持 部 が 取 付 部 材 の 内 周 面 を 押 圧 し 、 取 付 部 材 に 挿 装 さ れ た イ
ン サ ー ト 保 持 部 材 の が た つ き を 抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー を 用 い た イ ン サ ー ト 取 付 構 造 を 表 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ に
お い て 、 符 号 Ｐ は セ グ メ ン ト 用 型 枠 で あ り 、 コ ン ク リ ー ト 製 の セ グ メ ン ト Ｓ の 内 側 面 を 形
成 す る 型 枠 で あ る 。 こ の 型 枠 Ｐ に は 、 イ ン サ ー ト ２ を セ グ メ ン ト Ｓ 内 に 埋 設 さ せ る た め の
イ ン サ ー ト 取 付 構 造 １ が 形 成 さ れ て お り 、 イ ン サ ー ト 取 付 構 造 １ は 、 イ ン サ ー ト ２ と 、 型
枠 Ｐ 内 の 所 定 位 置 に イ ン サ ー ト ２ を 保 持 す る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー ３ と か ら 構 成 さ れ て い る
。 イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー ３ は 、 型 枠 Ｐ に 設 け ら れ た 取 付 部 材 ４ と 、 取 付 部 材 ４ 内 に 取 り 付 け
ら れ る と と も に イ ン サ ー ト ２ に 螺 合 さ れ 、 イ ン サ ー ト ２ を 保 持 す る イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５
と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 イ ン サ ー ト ２ の 一 端 面 は 、 セ グ メ ン ト Ｓ の 内 側 面 と 面 一 に 形 成 さ れ て お り 、 イ ン サ ー ト
２ の 内 部 に は 、 セ グ メ ン ト Ｓ の 内 側 に 開 放 さ れ て 二 次 覆 工 の ラ イ ニ ン グ 等 が 取 り 付 け ら れ
る 雌 ネ ジ 孔 ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 イ ン サ ー ト ２ の 他 端 に は コ ン ク リ ー ト 製 の セ グ
メ ン ト Ｓ 内 に 定 着 す る 定 着 部 ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 取 付 部 材 ４ は 、 型 枠 Ｐ に 形 成 さ れ た
貫 通 孔 １ ａ に 嵌 合 さ れ て お り 、 溶 接 等 に よ っ て 型 枠 Ｐ に 固 定 さ れ て い る 。 取 付 部 材 ４ は 、
円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 心 に は 軸 方 向 に 延 在 す る 挿 通 孔 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 セ
グ メ ン ト Ｓ 内 側 面 に 対 向 す る 挿 通 孔 ６ の 入 口 部 ６ ａ は 外 側 （ セ グ メ ン ト Ｓ 側 ） に 向 か っ て
広 げ ら れ て お り 、 入 口 部 ６ ａ の 角 は 丸 み を 帯 び て 滑 ら か に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５ の 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ に お け る 下 側 か ら イ ン サ ー ト
保 持 部 材 ５ を み た 投 影 図 で あ る 。 図 １ ， 図 ２ ， 図 ３ に 示 す よ う に 、 イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５
は 、 樹 脂 か ら 成 形 さ れ た 筒 状 の 成 形 品 で あ り 、 外 周 に ね じ 山 が 切 ら れ て イ ン サ ー ト ２ の 雌
ネ ジ 孔 ２ ａ に 螺 合 さ れ る 雄 ネ ジ 部 ７ と 、 取 付 部 材 ４ の 挿 通 孔 ６ に 挿 装 さ れ る 保 持 部 ８ と か
ら 構 成 さ れ て い る 。 雄 ネ ジ 部 ７ の 孔 ９ は 、 断 面 形 状 が 六 角 形 に 形 成 さ れ て お り 、 図 示 せ ぬ
六 角 レ ン ジ 等 が 嵌 入 さ れ る 。 な お 、 こ の 孔 ９ の 断 面 形 状 は 、 工 具 を 嵌 合 さ せ て 雄 ネ ジ 部 ７
を 回 転 さ せ る こ と が で き る 形 状 で あ れ ば 、 六 角 形 に 限 ら ず 四 角 形 等 で も よ い 。 ま た 、 雄 ネ
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ジ 部 ７ の 孔 ９ 内 に は 、 イ ン サ ー ト ２ の 雌 ネ ジ 孔 ２ ａ 内 へ の 塵 や 水 の 浸 入 を 防 ぐ 遮 蔽 板 １ ０
が 形 成 さ れ て い る 。 雄 ネ ジ 部 ７ の 基 端 部 （ 保 持 部 ８ 側 の 端 部 ） に は 、 イ ン サ ー ト ２ と 取 付
部 材 ４ と の 間 に 介 在 さ れ る 円 状 の 鍔 部 １ １ が 張 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 保 持 部 ８ は 円 柱 形 の 孔 １ ６ が 形 成 さ れ た 円 筒 形 の も の で あ り 、 保 持 部 ８ 中 間 部 の 外 径 Ｄ
０ は 取 付 部 材 ４ の 挿 通 孔 ６ の 内 径 Ｄ １ と 略 同 程 度 に 形 成 さ れ て お り 、 保 持 部 ８ が 挿 通 孔 ６
内 に 挿 通 さ れ た と き の ク リ ア ラ ン ス は ０ ． １ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 保 持 部 ８ の 先
端 部 に は 、 先 端 に 向 か っ て テ ー パ ー 状 に 広 が る 拡 径 部 １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 拡 径 部 １ ２
の 先 端 の 径 Ｄ ２ は 、 保 持 部 ８ 中 間 部 の 径 Ｄ ０ よ り も 大 き い 。 ま た 、 保 持 部 ８ （ 拡 径 部 １ ２
） の 先 端 に は 、 取 付 部 材 ４ の 端 面 に 係 止 さ れ る 鍔 状 の 係 止 部 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 係 止
部 １ ３ は 、 保 持 部 ８ の 外 周 面 か ら 側 方 に 張 り 出 さ れ て お り 、 係 止 部 １ ３ の 基 端 の 径 Ｄ ３ は
、 挿 通 孔 ６ の 内 径 Ｄ １ や 拡 径 部 １ ２ 先 端 の 径 Ｄ ２ よ り も 大 き い 。 ま た 、 係 止 部 １ ３ は 、 先
端 に 向 か っ て テ ー パ ー 状 に 窄 ま る 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 係 止 部 １ ３ の 先 端 の 径 Ｄ ４ は 、
保 持 部 ８ 中 間 部 の 径 Ｄ ０ よ り も 若 干 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 保 持 部 ８ に は 、 保 持 部 ８ （ 係 止 部 １ ３ ） の 先 端 か ら 拡 径 部 １ ２ の 基 端 に か け て 軸
方 向 に 延 在 す る 一 対 の ス リ ッ ト １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 一 対 の ス リ ッ ト １ ４ は 、 互 い に 対
向 す る 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 保 持 部 ８ の 先 端 は ２ つ に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 保 持 部 ８ の 基 端 （ 雄 ネ ジ 部 ７ 側 の 端 部 ） に は 、 周 方 向 へ わ た っ て 切 り 込 み 部 １ ５ が 形 成
さ れ て お り 、 端 部 外 周 面 が 内 側 に 窄 ま っ て い る 。 切 り 込 み 部 １ ５ は 、 保 持 部 ８ 中 間 部 よ り
も 肉 厚 が 薄 く 形 成 さ れ て お り 、 適 度 な 力 で 破 断 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 切 り 込 み 部 １
５ の 肉 厚 は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 ０ ． ８ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 上 記 し た 構 成 か ら な る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー ３ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 型 枠 Ｐ に 予 め 形 成 さ れ た 貫 通 孔 １ ａ に 取 付 部 材 ４ を 嵌 合 さ せ る 。 こ の と き 、 取 付
部 材 ４ と 型 枠 Ｐ と は 溶 接 等 に よ っ て 強 固 に 固 定 す る 。 一 方 、 イ ン サ ー ト ２ の 雌 ネ ジ 孔 ２ ａ
に イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５ の 雄 ネ ジ 部 ７ を 螺 合 さ せ て 、 イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５ に イ ン サ ー ト
２ を 取 り 付 け る 。 こ の と き 、 鍔 部 １ １ が セ グ メ ン ト Ｓ の 内 側 面 と 面 一 に な る イ ン サ ー ト ２
の 一 端 面 に 当 接 す る と こ ろ ま で 雄 ネ ジ 部 ７ を 螺 合 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 イ ン サ ー ト ２ が 螺 合 さ れ た イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５ を 取 付 部 材 ４ に 取 り 付 け る 。 具
体 的 に は 、 ま ず 、 保 持 部 ８ を 取 付 部 材 ４ の 挿 通 孔 ６ 内 に 入 口 部 ６ ａ か ら 挿 入 し 、 そ の ま ま
係 止 部 １ ３ が 挿 通 孔 ６ か ら 出 る と こ ろ ま で 軸 方 向 に 押 し 込 む 。 こ の と き 、 広 げ ら れ た 入 口
部 ６ ａ の 位 置 に 径 の 小 さ い 係 止 部 １ ３ の 先 端 を 合 わ せ 、 丸 く 滑 ら か に 形 成 さ れ た 入 口 部 ６
ａ の 角 上 に テ ー パ ー 状 の 係 止 部 １ ３ の 外 周 面 が 摺 動 す る 。 ま た 、 係 止 部 １ ３ が 挿 通 孔 ６ の
内 周 面 に 押 圧 さ れ て 、 拡 径 部 １ ２ お よ び 係 止 部 １ ３ が 形 成 さ れ た 保 持 部 ８ の 先 端 は 窄 ま る
。 ま た 、 係 止 部 １ ３ が 挿 通 孔 ６ か ら 出 る と 、 窄 ま っ て い た 保 持 部 ８ の 先 端 は 弾 性 に よ り 元
の 状 態 に 戻 り 、 挿 通 孔 ６ よ り も 広 が る 。 以 上 で 、 イ ン サ ー ト ２ は 、 型 枠 Ｐ 内 の 所 定 位 置 に
保 持 さ れ る 。 な お 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 後 に 型 枠 Ｓ の 脱 型 を 行 う と 、 切 り 込 み 部 １ ５ の と こ
ろ で 破 断 し 、 保 持 部 ８ と 雄 ネ ジ 部 ７ と が 分 離 す る 。 そ し て 、 イ ン サ ー ト ２ 内 に 残 っ た 雄 ネ
ジ 部 ７ は 、 孔 ９ に 六 角 レ ン ジ 等 を 嵌 入 し て 撤 去 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 し た 構 成 か ら な る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー ３ に よ れ ば 、 保 持 部 を 挿 入 す る と き 、 ス リ ッ
ト １ ４ が 形 成 さ れ た 保 持 部 ８ の 先 端 は 内 側 に 窄 ま り 、 係 止 部 １ ３ が 取 付 部 材 ４ を 貫 通 し た
と き 、 保 持 部 ８ の 先 端 は 外 側 に 広 が っ て 係 止 部 １ ３ が 取 付 部 材 ４ に 係 止 さ れ る た め 、 一 旦
取 付 部 材 ４ に 挿 装 さ れ た 保 持 部 ８ は 抜 け 難 く 、 イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５ が 回 転 し た と し て も
取 付 部 材 ４ か ら 外 れ る こ と は な い 。 ま た 、 ス リ ッ ト １ ４ が 形 成 さ れ た 保 持 部 ８ （ 拡 幅 部 １
２ ） が 外 側 に 広 が っ た 状 態 で 取 付 部 材 ４ に 挿 装 さ れ 、 拡 幅 部 １ ２ が 挿 通 孔 ６ の 内 周 面 を 押
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圧 す る た め 、 取 付 部 材 ４ に 挿 装 さ れ た イ ン サ ー ト 保 持 部 材 ５ の が た つ き を 抑 え る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上
記 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能
で あ る 。 例 え ば 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は 、 イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー ３ を 用 い て イ ン サ ー ト ２
を 保 持 し て セ グ メ ン ト Ｓ 内 に イ ン サ ー ト ２ を 埋 設 し て い る が 、 本 発 明 は 、 セ グ メ ン ト Ｓ に
限 ら ず 、 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 や そ の 他 の コ ン ク リ ー ト 部 材 な ど に イ ン サ ー ト を 埋 設 す る 場
合 に 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は 、 保 持 部 ８ の 先 端 か ら 拡 径 部 １ ２ の 基 端 に か け て 軸 方 向
に 延 在 す る 一 対 の ス リ ッ ト １ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 保 持 部 ８ の 先 端 が ２ つ に 分 割 さ れ て い
る が 、 本 発 明 は 、 ス リ ッ ト を ３ 本 形 成 し て 保 持 部 の 先 端 を ３ 分 割 に し て も よ く 、 ス リ ッ ト
の 数 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 ス リ ッ ト の 長 さ は 適 宜 変 更 可 能 で あ り 、 係 止 部 の
と こ ろ だ け で も 良 く 、 保 持 部 全 長 に わ た っ て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は 、 保 持 部 ８ は 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 内 部 が 中 空 に 形 成
さ れ て い る が 、 本 発 明 は 、 保 持 部 の 内 部 が 中 実 に 形 成 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ っ て 、 保 持
部 は 破 損 し 難 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の イ ン サ ー ト 保 持
部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の イ ン サ ー ト 保 持
部 材 の 投 影 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
３ 　 イ ン サ ー ト ホ ル ダ ー
４ 　 取 付 部 材
５ 　 イ ン サ ー ト 保 持 部 材
８ 　 保 持 部
１ ３ 　 係 止 部
１ ４ 　 ス リ ッ ト
Ｐ 　 型 枠
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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